
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ���������������������������������

総
務
省
は
平
成
２３
年
１
月
１
日

付
け
で
「
平
成
２３
年
中
に
お
け
る

地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及

び
長
の
任
期
満
了
に
関
す
る
調
」

を
発
表
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
２２
年
１１
月
１
日

現
在
、
全
国
の
都
道
府
県
と
市
区

町
村
の
合
計
で
あ
る
１
７
９
７
団

体
の
う
ち
、
１
４
６
８
団
体
が
２２

年
中
に
任
期
満
了
と
な
り
、
議
員

・
首
長
の
選
挙
総
数
に
対
す
る
比

率
は
、
４０
・
８
％
と
な
っ
て
い
る

�
表
１
。

市
区
議
会
議
員
を
み
る
と
、
全

国
８
０
９
市
区
の
５２
・
３
％
に
あ

た
る
４
２
３
市
区
が
任
期
満
了
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
２３
年

中
に
任
期
満
了
を
迎
え
る
比
率
が

最
も
高
い
の
は
、
都
道
府
県
議
会

議
員
で
９５
・
７
％
、
一
番
低
い
の

は
市
区
長
で
２４
・
２
％
と
な
る
。

任
期
満
了
団
体
を
月
別
に
み
る

と
、
最
も
多
い
の
は
４
月
の
９
２

７
団
体
、
次
い
で
５
月
の
１
０
７

団
体
と
な
り
、
両
月
で
全
体
の
７０

％
以
上
を
占
め
、
こ
の
期
間
に
集

中
し
て
い
る
�
表
２
。

こ
の
こ
と
か
ら
昨
年
１１
月
３０
日

に
は
、
選
挙
期
日
等
を
定
め
た

「
臨
時
特
例
法
」
が
成
立
、
２３
年

３
月
１
日
か
ら
６
月
１０
日
の
間
に

任
期
満
了
と
な
る
団
体
を
対
象
と

し
、
統
一
地
方
選
挙
が
行
わ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
選
挙
日
は
４
月

１０
・
２４
日
、
実
施
予
定
団
体
は
１

０
４
２
団
体
で
あ
る
（
本
紙
１
７

８
３
・
８
４
号
参
照
）
。

※
２３
年
中
の
任
期
満
了
団
体
名
等

は
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
。

菅
直
人
・
内
閣
総
理
大
臣
は
１

月
１４
日
、
内
閣
改
造
を
実
施
し
新

た
な
内
閣
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

菅
首
相
に
よ
る
内
閣
改
造

は
、
昨
年
９
月
に
続
き
２
回

目
。閣閣

僚僚
のの
顔顔
ぶぶ
れれ

▽
内
閣
総
理
大
臣
�
菅
直
人

（
衆
）
▽
総
務
大
臣
、
内
閣
府

特
命
担
当
大
臣
（
地
域
主
権

推
進
）
、
地
域
活
性
化
担
当
�

片
山
善
博
（
民
間
）
▽
法
務
大

臣
�
江
田
五
月
（
参
）
▽
外
務

大
臣
�
前
原
誠
司
（
衆
）
▽
財

務
大
臣
�
野
田
佳
彦
（
衆
）
▽

文
部
科
学
大
臣
�
�
木
義
明

（
衆
）
▽
厚
生
労
働
大
臣
�
細

川
律
夫
（
衆
）
▽
農
林
水
産
大

臣
�
鹿
野
道
彦
（
衆
）
▽
経
済

産
業
大
臣
�
海
江
田
万
里
（
衆
）

▽
国
土
交
通
大
臣
、
海
洋
政
策
担

当
�
大
畠

章

宏
（
衆
）
▽
環

境

大

臣
、
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
防

災
）�
松
本
龍
（
衆
）
▽
防
衛
大
臣

�
北
澤
俊
美
（
参
）
▽
内
閣
官
房

長
官
、
内
閣
府
特
命
担
当
大

臣
（
沖
縄
及
び
北
方
対
策
）

�
枝

野

幸

男
（
衆
）
▽
国

家

公
安
委
員
会
委
員
長
、
公
務

員
制
度
改
革
担
当
、
拉
致
問

題
担

当
�
中

野

寛

成
（
衆
）

▽
郵
政
改
革
担
当
、
内
閣
府

特
命
担
当
大
臣
（
金
融
）�

自
見

庄

三

郎
（
参
）
▽
内

閣

府
特
命
担
当
大
臣
（
消
費
者

及

び

食

品

安

全
、
行

政

刷

新
）�
蓮
舫
（
参
）
▽
内
閣
府

特
命
担
当
大
臣
（
経
済
財
政

政
策
、
少
子
化
対
策
、
男
女

共
同
参
画
）
、
社
会
保
障
・
税

一
体
改
革
担
当
�
与
謝
野
馨

（
衆
）
▽
国
家
戦
略
担
当
、
内

閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
「
新
し
い

公
共
」
、
科
学
技
術
政
策
）
、
宇
宙

開
発
担
当
�
玄
葉
光
一
郎
（
衆
）

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）
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〈表２〉２３年中の任期満了団体数（月別内訳）
平成２２年１１月１日現在

１２月

３７

５

※東京都特別区は、市区欄に（ ）で内書きしている。

１１月

４３

９

１０月

３４

６

９月

６５

１４

８月

４７

６

７月

３７

１２

６月

（１）
３２

６

５月

（３）
１０７
（３）
５９

４月

（３１）
９２７
（１９）
２８３

３月

（１）
２５

２

２月

７１

１５

１月

４３

６

任期満了
団体数
（３６）
１，４６８
（２２）
４２３

地方公共
団体数
（２３）
１，７９７
（２３）
８０９

選挙の
種類

全団体

市区議
会議員

〈表１〉平成２３年中における地方公共団体の議会の議員
及び長の任期満了に関する調

平成２２年１１月１日現在

（％）
（Ｂ）／（Ａ）×１００

４２．６％

９５．７％

２４．２％

５２．３％

２６．４％

５７．０％

４０．８％＊

注（１）＊印の４０．８％の算式 １，４６８
１，７９７（団体数）×２×１００（％）

（２）東京都特別区は、市区欄に（ ）で内書きしている。

任期満了団体
数（Ｂ）

２０

４５

（１４）
１９６

（２２）
４２３

２４８

５３６

（３６）
１，４６８

地方公共団体
数（Ａ）

４７

（２３）
８０９

９４１

（２３）
１，７９７

区 分

知事

議会議員

長

議会議員

長

議会議員

計

都
道
府
県

市
区

町
村

２２３３年年中中

４４
２２
３３
市市
区区
議議
会会
がが
任任
期期
満満
了了

全全
市市
区区
議議
会会
のの
５５２２
％％
がが
該該
当当
――
総総
務務
省省
調調

菅第第22次次改改造造内内閣閣がが発発足足
１月１４日

（１） 平成２３年１月２５日 第１７８５号
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子
育
て
に
あ
た
り
―
―
大
家
族

が
当
然
の
時
代
は
、
子
育
て
経
験

の
あ
る
先
輩
世
代
が
同
居
し
て
お

り
、
子
ど
も
の
体
調
変
化
な
ど
に

対
し
、
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が

可
能
で
し
た
。
し
か
し
、
現
在
の

我
が
国
社
会
で
は
核
家
族
化
が
進

行
し
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
希

薄
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か

ら
、
子
育
て
世
帯
の
負
担
感
が
増

し
て
い
ま
す
。

育
児
に
悩
む
親
た
ち
に
対
し
、

「
育
児
に
正
解
は
あ
り
ま
せ
ん
！

だ
か
ら
迷
っ
て
あ
た
り
ま
え
！
」

「
初
め
て
の
こ
と
だ
か
ら
わ
か
ら

な
い
！
だ
か
ら
悩
ん
で
あ
た
り
ま

え
！
」
を
合
い
言
葉
に
那
覇
市
が

取
り
組
む
事
業
、
そ
れ
が
「
つ
ど

い
の
広
場
事
業
」
で
す
。

つ
ど
い
の
広
場
事
業
で
は
地
域

の
身
近
な
場
所
で
、
親
と
主
に
就

学
前
の
乳
幼
児
が
気
軽
に
集
い
、

交
流
で
き
る
場
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
「
つ
ど
い
の
広
場
」

は
▽
子
育
て
家
庭
が
気
兼
ね
な
く

集
ま
り
交
流
で
き
る
場
▽
子
育
て

の
情
報
を
交
換
で
き
る
場
▽
親
子

が
育
ち
合
う
仲
間
と
出
会
え
る
場

▽
子
育
て
経
験
や
体
験
を
通
じ
て

親
同
士
が
学
び
合
え
る
場
▽
子
育

て
の
悩
み
に
寄
り
添
い
聞
い
て
く

れ
る
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
場
▽
地
域

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は
じ
め
様
々

な
人
が
子
育
て
に
関
わ
り
社
会
全

体
で
子
育
て
を
応
援
す
る
場
―
―

と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
い
ま

す
。つ

ど
い
の
広
場
事
業
の
う
ち
、

２
施
設
は
「
ひ
ろ
ば
型
」
と
し
て

５
施
設
は
「
児
童
館
型
」
と
し
て

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

ひ
ろ
ば
型
は
、
常
設
の
ひ
ろ
ば

を
開
設
し
、
保
護
者
と
概
ね
３
歳

未
満
の
児
童
が
気
軽
に
集
い
語
り

合
い
、
相
互
に
交
流
を
図
る
場
の

提
供
を
目
的
と
す
る
も
の
。
実
施

す
る
施
設
は
「
公
共
施
設
内
の
ス

ペ
ー
ス
」
「
商
店
街
の
空
き
店
舗

や
民
家
、
ア
パ
ー
ト
の
一
室
」
な

ど
と
し
、
概
ね
１０
組
の
子
育
て
親

子
が
一
度
に
利
用
し
て
も
差
し
支

え
な
い
広
さ
を
有
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

児
童
館
型
は
、
民
営
の
児
童
館

ま
た
は
児
童
セ
ン
タ
ー
で
、
学
齢

期
の
子
ど
も
が
来
館
す
る
前
の
時

間
帯
を
利
用
し
、
子
育
て
親
子
が

交
流
し
、
集
え
る
場
所
を
設
置
す

る
も
の
。
ひ
ろ
ば
型
と
同
様
、
概

ね
１０
組
の
子
育
て
親
子
が
一
度
に

利
用
し
て
も
差
し
支
え
な
い
広
さ

を
有
す
る
ほ
か
、
授
乳
コ
ー
ナ
ー

や
流
し
台
、
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
、
遊

具
な
ど
設
備
に
つ
い
て
も
、
ひ
ろ

ば
型
と
同
じ
く
乳
幼
児
を
連
れ
て

利
用
し
て
も
支
障
が
な
い
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

ひ
ろ
ば
型
、
児
童
館
型
と
も
、

施
設
に
は
「
つ
ど
い
の
広
場
子
育

【
３
面
へ
続
く
】

市 政

ニュース

平成２２年度つどいの広場事業実施状況

施
設
名

開
設
日

場
所
・
住
所

実
施
形
態

運
営
概
要

つ
ど
い
の
広
場

わ
く
わ
く

Ｈ
１８
年

１
月
２３
日

栄
町
市
場
内

〒
９
０
２
―
０
０
６
７

那
覇
市
安
里
３
８
１
番
地

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業

（
ひ
ろ
ば
型
）
直
営

・
子
育
て
応
援
課
育
成
環
境
Ｇ

・
担
当
職
員（
１
＋
４
）

つ
ど
い
の
広
場

さ
ん
さ
ん

Ｈ
２０
年

４
月
１
日

金
城
児
童
館
内

〒
９
０
１
―
０
１
５
５

那
覇
市
金
城
３
―
４
―
５

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業

（
児
童
館
型
）
業
務
委
託

・
民
間（
指
定
管
理
導
入
）児
童
館
に
て
実
施

・
委
託
先
�
那
覇
市
社
会
福
祉
協
議
会

つ
ど
い
の
広
場

ぴ
よ
ぴ
よ

Ｈ
２０
年

４
月
１
日

安
謝
児
童
館
内

〒
９
０
０
―
０
０
０
３

那
覇
市
安
謝
２
―
１５
―
２

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業

（
児
童
館
型
）
業
務
委
託

・
民
間（
指
定
管
理
導
入
）児
童
館
に
て
実
施

・
委
託
先
�
日
本
赤
十
字
社
沖
縄
県
支
部

つ
ど
い
の
広
場

に
こ
に
こ

Ｈ
２０
年

４
月
１
日

古
波
蔵
児
童
館
内

〒
９
０
０
―
０
０
２
４

那
覇
市
古
波
蔵
４
―
７
―
７

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業

（
児
童
館
型
）
業
務
委
託

・
民
間（
指
定
管
理
導
入
）児
童
館
に
て
実
施

・
委
託
先
�
社
会
福
祉
法
人
ポ
プ
ラ
福
祉
会

つ
ど
い
の
広
場

ほ
の
ぼ
の

Ｈ
２１
年

４
月
１
日

小
禄
児
童
館
内

〒
９
０
１
―
０
１
５
２

那
覇
市
小
禄
５
―
４
―
２

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業

（
児
童
館
型
）
業
務
委
託

・
民
間（
指
定
管
理
導
入
）児
童
館
に
て
実
施

・
委
託
先
�
那
覇
市
社
会
福
祉
協
議
会

つ
ど
い
の
広
場

ラ
ン
ラ
ン

Ｈ
２１
年

４
月
１
日

識
名
児
童
館
内

〒
９
０
２
―
０
０
７
８

那
覇
市
識
名
２
―
５
―
５

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業

（
児
童
館
型
）
業
務
委
託

・
民
間（
指
定
管
理
導
入
）児
童
館
に
て
実
施

・
委
託
先
�
那
覇
市
社
会
福
祉
協
議
会

つ
ど
い
の
広
場

て
く
て
く

Ｈ
２２
年

４
月
１
日

大
名
児
童
館
内

〒
９
０
３
―
０
８
０
２

那
覇
市
首
里
大
名
町
２
―
７５

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業

（
ひ
ろ
ば
型
）

業
務
委
託

・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
に
よ
り
実
施

・
委
託
先
�
子
育
て
応
援
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
な

は
は
ぐ
く
み

子
育
て
世
帯
を
地
域
で
支
援

沖縄県那覇市

つつ
どど
いい
のの
広広
場場
事事
業業

つどいの広場を訪れた親子

第１７８５号 平成２３年１月２５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報



【
２
面
か
ら
続
く
】

て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
が
置
か
れ
、

非
常
勤
職
員
と
し
て
業
務
に
従
事

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
は
市
の
担
当
部
署
の

指
示
に
従
い
、
▽
子
育
て
親
子
の

交
流
、
集
い
の
場
に
て
遊
び
の
方

法
を
提
供
▽
子
育
て
に
関
す
る
相

談
、
援
助
の
実
施
▽
地
域
の
子
育

て
関
連
情
報
の
提
供
▽
子
育
て
及

び
子
育
て
支
援
に
関
す
る
講
習
の

実
施
―
―
な
ど
に
つ
い
て
従
事
す

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
勤
務
時
間
は
１
日
６
時

間
。
週
２
日
・
３
日
・
４
日
の
別

が
あ
り
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
勤

務
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

那
覇
市
が
国
の
地
域
子
育
て
支

援
拠
点
事
業
実
施
要
綱
に
基
づ

き
、
「
那
覇
市
つ
ど
い
の
広
場
事

業
実
施
要
綱
」
「
つ
ど
い
の
広
場

子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
就
労
要

綱
」
を
策
定
し
、
ひ
ろ
ば
事
業
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
が
平
成
１７
年

度
の
こ
と
。
施
設
開
設
の
ト
ッ
プ

を
切
っ
て
運
営
を
開
始
し
た
施
設

が
、
市
の
直
営
に
よ
る
「
つ
ど
い

の

広

場

わ

く

わ

く
（
ひ

ろ

ば

型
）
」
で
し
た
。

事
業
ス
タ
ー
ト
時
の
ひ
ろ
ば
設

置
に
関
し
て
は
、
商
店
街
の
活
性

化
（
空
き
店
舗
の
活
用
）
を
図
る

こ
と
や
、
立
地
場
所
（
公
設
市
場

内
）
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の
利
便
性
、

公
共
的
施
設
の
配
置
状
況
（
地
域

的
集
積
度
が
高
い
）
な
ど
を
勘
案

し
、
子
育
て
の
拠
点
施
設
と
し
て

多
様
な
支
援
策
を
展
開
で
き
る
も

の
と
判
断
。
関
係
機
関
と
の
連
携

に
よ
り
、
利
用
者
の
実
態
に
応
じ

た
支
援
内
容
を
展
開
し
た
結
果
、

利
用
者
は
年
を
追
う
ご
と
に
増
加

す
る
と
と
も
に
住
民
の
反
応
も
良

好
で
、
高
い
事
業
効
果
が
得
ら
れ

て
い
ま
す
。

昨
今
の
地
域
事
情
や
子
育
て
環

境
の
状
況
か
ら
、
ひ
ろ
ば
型
２
施

設
と
児
童
館
型
５
施
設
、
つ
ど
い

の
広
場
と
し
て
は
合
計
７
施
設
へ

と
事
業
拡
大
を
図
っ
て
き
ま
し
た

が
、
那
覇
市
が
掲
げ
る
最
終
目
標

は
１１
施
設
。
特
定
の
利
用
者
の
頻

度
が
高
く
な
り
つ
つ
あ
る
な
ど
の

課
題
も
あ
り
、
担
当
者
の
奮
闘
に

期
待
が
集
ま
る
と
こ
ろ
で
す
。

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
と
し
て
登
場

し
た
「
つ
ど
い
の
広
場
わ
く
わ

く
」
は
、
空
き
店
舗
を
利
用
し
た

施
設
と
し
て
「
栄
町
市
場
」
の
中

に
あ
り
ま
す
。
こ
の
施
設
が
発
行

し
た
「
わ
く
わ
く
だ
よ
り
」
の
平

成
２２
年
１１
月
版
を
み
る
と
、
市
場

内
の
方
々
と
利
用
者
の
方
々
と
の

会
話
や
交
流
が
垣
間
見
え
、
微
笑

ま
し
く
な
り
ま
す
。
そ
の
一
節
は

次
の
と
お
り
。
「
市
場
の
方
々
か

ら
『
か
わ
い
い
ね
、
何
か
月
？
』

『
お
な
ま
え
は
な
ぁ
ー
に
？
』
と

お
子
さ
ん
に
声
か
け
て
も
ら
い
、

『
う
れ
し
い
！
』
と
い
う
声
を
利

用
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
か
ら
よ
く

き
き
ま
す
。
」

広
場
わ
く
わ
く
は
、
空
き
店
舗

活
用
の
先
進
事
例
と
し
て
の
側
面

の
ほ
か
、
人
と
の
触
れ
合
い
を
通

じ
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性

化
を
図
る
側
面
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
そ
れ
以
上
に
、
様
々
な
年

代
の
方
々
か
ら
見
守
ら
れ
愛
情
を

浴
び
て
育
つ
子
供
ら
は
、
な
に
よ

り
も
幸
せ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

つつ
どど
いい
のの
広広
場場
わわ
くく
わわ
くく

「つどいの広場 わくわく」利用人数実績表（平成１７年度～）

利用人数

１７

年度

７４

１８２

４３２

６８８

※平成１７年度（平成１８年１月）より事業スタート

※平成１７年度、１８年度は週５日（月～金）開所

※平成１９年度より、週６日（月～土）開所

◎平成２１年度は、新型インフルエンザ流行による、利用自粛や利用停止があり、

利用者の大幅減となっています。

１８

年度

３３３

３４４

３２７

４０２

４７８

５２５

７１１

５３０

５７３

５５８

６３３

６９１

６１０５

１９

年度

３２１

５６３

８０７

６６９

７３０

６８２

７７２

６１２

６５８

６６６

６５７

６９６

７８３３

２０

年度

８２６

６６１

７３５

６９３

６４８

５８１

７５１

６０４

６４８

６０２

５６４

６７０

７９８３

２１

年度

５２７

４８３

４６６

６５８

５０７

３８１

３９９

４０４

４２８

３２５

３０６

５５０

５４３４

２２

年度

４５０

５９６

３８３

３１０

１７３９

開所日数

１７

年度

７

２０

２３

５０

１８

年度

２０

２０

２１

２０

２３

２０

２１

２０

２０

１９

１９

２１

２４４

１９

年度

２４

２４

２５

２５

２７

２３

２６

２４

２３

２３

２４

２５

２９３

２０

年度

２５

２４

２４

２６

２６

２４

２６

２２

２３

２３

２４

２５

２９２

２１

年度

２５

２３

２５

２６

２６

２３

２６

２３

２５

２３

２３

２６

２９４

２２

年度

２５

２２

２５

２６

９８

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

合計

つどいの広場わくわくの正面

つ
ど
い
の
広
場
わ
く
わ
く
は
商
店
街
の
一
角
に
設
置
さ
れ
て
い
る

（３） 平成２３年１月２５日 第１７８５号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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▼
議
長

▽
東
御

�
澤
旨
賢
（
１１
・
１８
）

▽
薩
摩
川
内

川
畑
善
照
（
１１
・
１８
）

▽
見
附

山
田
武
正
（
１１
・
１９
）

▽
氷
見

久
保
健
三
（
１１
・
１９
）

▽
笛
吹

小
林

始
（
１１
・
２２
）

▽
南
あ
わ
じ

阿
部
計
一
（
１１
・
２４
）

▽
青
森

花
田
明
仁
（
１１
・
２６
）

▽
�
田

加
藤
昭
司
（
１１
・
２６
）

▽
射
水

梶
谷
幸
三
（
１１
・
２９
）

▽
北
茨
城

村
田
仁
人
（
１１
・
２９
）

▽
松
戸

平
林
俊
彦
（
１１
・
２９
）

▽
い
な
べ

水
貝
一
道
（
１１
・
２９
）

▽
韮
崎

嶋
津
鈴
子
（
１１
・
３０
）

▽
南
相
馬

平
田

武
（
１２
・
１
）

▽
四
国
中
央

大
西

晁
（
１２
・
１
）

▽
竹
原

脇
本
茂
紀
（
１２
・
２
）

▼
副
議
長

▽
東
御

長
越
修
一
（
１１
・
１８
）

▽
江
田
島

沖

也
寸
志
（
１１
・
１８
）

▽
薩
摩
川
内

上
野
一
誠
（
１１
・
１８
）

▽
見
附

佐
々
木
志
津
子
（
１１
・
１９
）

▽
氷
見

大
門
茂
男
（
１１
・
１９
）

▽
笛
吹

渡
邉
清
美
（
１１
・
２２
）

▽
南
あ
わ
じ

森
上
祐
治
（
１１
・
２４
）

▽
青
森

仲
谷
良
子
（
１１
・
２６
）

▽
�
田

山
口
博
史
（
１１
・
２６
）

▽
泉
南

原

憂
子
（
１１
・
２６
）

▽
射
水

竹
内
美
津
子
（
１１
・
２９
）

▽
松
戸

大
井
知
敏
（
１１
・
２９
）

▽
い
な
べ

小
林
昌
彦
（
１１
・
２９
）

▽
韮
崎

横
森
宏
尹
（
１１
・
３０
）

▽
南
相
馬

西

一
信
（
１２
・
１
）

▽
四
国
中
央

進
藤

武
（
１２
・
１
）

▽
竹
原

北
元

豊
（
１２
・
２
）

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
日
本

経
済
は
一
進
一
退
を
繰
り
返
す
状

況
で
あ
る
。
雇
用
情
勢
に
限
っ
て

い
え
ば
失
業
率
は
長
期
高
止
ま
り

し
て
い
る
。
と
く
に
新
卒
者
の
就

職
難
は
「
第
二
の
ロ
ス
ト
ジ
ェ
ネ

レ
ー
シ
ョ
ン
」
が
生
ま
れ
る
危
惧

が
現
実
の
も
の
と
な
る
水
準
に
達

し
つ
つ
あ
る
。

そ
ん
な
中
、
８
月
に
日
本
学
術

会
議
が
「
卒
業
後
最
低
３
年
間
は

学
生
を
新
卒
扱
い
と
す
べ
き
」
と

提
言
。
政
府
も
こ
れ
を
受
け
、
各

経
済
団
体
に
同
様
の
要
請
を
行
っ

た
こ
と
が
話
題
を
集
め
て
い
る
。

日
本
に
は
卒
業
年
次
の
学
生
を
ま

と
め
て
大
量
に
採
用
す
る
「
新
卒

一
括
採
用
」
慣
行
が
あ
り
、
景
気

後
退
期
の
卒
業
生
が
極
端
な
就
職

難
に
陥
る
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
て

い
た
。「
卒
業
後
３
年
新
卒
扱
い
」

が
定
着
す
れ
ば
、
多
少
な
り
と
も

こ
の
弊
害
が
緩
和
さ
れ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。
企
業
側
に
と
っ
て

も
、
買
い
手
市
場
の
中
で
優
秀
な

人
材
を
採
用
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
拡

大
す
る
。

た
だ
し
、
こ
う
し
た
提
言
、
要

請
が
た
だ
ち
に
実
効
性
を
も
つ
か

は
疑
問
で
あ
る
。
労
働
市
場
の
流

動
化
が
な
か
な
か
進
ま
ず
、
何
よ

り
長
期
的
な
景
気
拡
大
が
見
込
め

な
い
状
況
で
、
と
く
に
大
手
企
業

が
新
卒
者
中
心
の
採
用
方
針
を
改

め
る
可
能
性
は
低
い
。
今
後
補
助

金
制
度
の
導
入
な
ど
さ
ら
な
る
誘

導
施
策
が
望
ま
れ
る
。

▽
２
月
１
日

産
業
経
済
委
員
会

�
正
副
委
員
長
会
議
（
午
前
１１

時
半
、
幸
手
市
）

▽
２
月
２
日

産
業
経
済
委
員
会

�
委
員
会
（
午
後
１
時
半
、
全

国
都
市
会
館
）

▽
２
月
３
日

全
国
市
議
会
議
長

会
基
地
協
議
会
�
総
会
（
午
後

２
時
半
、
日
本
都
市
セ
ン
タ
ー

会
館
）

▽
２
月
７
日

国
会
対
策
委
員
会

�
正
副
委
員
長
会
議
（
午
後
１２

時
半
、
全
国
都
市
会
館
）
・
委

員
会
（
午
後
２
時
半
、
同
）

▽
２
月
８
日

地
方
行
政
委
員
会

�
委
員
会
（
午
後
２
時
、
ル
ポ

ー
ル
麹
町
）

▽
２
月
８
日

全
国
市
議
会
議
長

会
�
相
談
役
会
議
（
午
後
３
時

半
、
全
国
都
市
会
館
）

▽
２
月
９
日

全
国
市
議
会
議
長

会
�
部
会
長
会
議
（
午
前
１０
時
、

全
国
都
市
会
館
）
・
理
事
会（
午

前
１１
時
、
同
）
・
評
議
員
会
（
午

後
１
時
半
、
日
本
都
市
セ
ン
タ

ー
会
館
）

▽
２
月
１０
日

市
議
会
議
員
共
済

会
�
理
事
会
（
午
前
１０
時
半
、
日

本
都
市
セ
ン
タ
ー
会
館
）
・
代

議
員
会
（
午
後
１
時
半
、
同
）

▽
２
月
１０
日

地
方
財
政
委
員
会

�
委
員
会
（
午
後
２
時
半
、
全

国
都
市
会
館
）

▽
２
月
１５
日

社
会
文
教
委
員
会

�
正
副
委
員
長
会
議
（
午
後
３

時
、
横
手
市
）

▽
２
月
１６
日

広
域
行
政
圏
市
議

会
協
議
会
�
正
副
会
長
・
監
事

・
相

談

役

会

議
（
午

前
１１
時

半
、
九
段
会
館
）
・
総
会
（
午

後
１
時
半
、
同
）

▽
２
月
１７
日

全
国
高
速
自
動
車

道
市
議
会
協
議
会
�
理
事
会

（
午
後
１
時
、
日
本
都
市
セ
ン

タ
ー
会
館
）
・
総
会
（
午
後
２

時
、
同
）

行行
事事
予予
定定

各市のニュースを募集

「全国市議会旬報」では、各市のニ
ュースを募集しています。
全国の自治体の中でも先進的な取り

組み、議会活動、ユニークな条例、自
慢のイベントなど、お寄せいただく情
報のジャンルは問いません。
ご提供いただいた情報につきまして

は、本紙編集担当職員が記事を作成し、
議会ニュースあるいは市政ニュースと
して紙面で紹介いたします。
本紙をＰＲの場として活用されてみ

てはいかがでしょうか。
（問合せ先）
全国市議会議長会調査広報部
旬報担当：松下・柴田まで

�０３（３２６２）２３０９

議議
会会
人人
事事

卒
業
後
３
年
新
卒
扱
い
を

新
卒
一
括
採
用
の
弊
害
緩
和

時の話題
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